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 ２学期が始まりました。まだまだ暑い日が続きますが、気持ちを新たに頑張っていきましょう！ 

 図書館では、２学期も楽しい企画を考えています。詳細は図書だよりに載せますので、興味がある人は、

どしどし参加してください。リクエストや本の紹介も募集しています。今学期もよろしくお願いします！ 

夏休みの図書館の様子 

 

図書だより 

  

県立加古川南高等学校図書館 

202６年９月号 
 

 

  
 

 
 

・思考は瞼が落ちるまで（スマイル） 

・王国（湊かなえ） 

・その手は明日を紡ぐために（五十嵐大） 

・ミィハー（美月みどり） 

・近畿地方のある場所について（背筋） 

・急がばナナメ（おんりー） 

・本かもわからん（おらふくん） 

・キングダム７９巻（原泰久） 

・１３歳からの戦争（小川和久） 

・ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾂｲｽﾃｯﾄﾞﾜﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ（日置じゅん他） 

・サフィヤの戦争（ﾋﾊﾞ･ﾇｰﾙ･ｶｰﾝ作/児玉敦子訳） 

・魔女たちは眠りを守る（村山早紀） 

・青天（若林正恭） 

・謎の香りはパン屋から２（土屋うさぎ） 

・シーソーモンスター（伊坂幸太郎） 

・宇宙意識をひらく方法（藤堂ヒロミ） 

・職業としての小説家（村上春樹） 

・劇場という名の星座（小川洋子） 

・いくつになっても頭は良くなる（ﾘﾁｬｰﾄﾞﾚｽﾀｯｸ著/牛原眞弓訳） 

・めざせ、ムシュラン三ツ星刑務所（黒柳桂子） 

・夜、寝る前に読みたい宇宙の話（野田祥代） 

・スマホは心を操る（木村忠正） 

長期貸し出し本の返却について 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回特別企画について 
 

 

 

返却期限は、９月２日（水）です。 
夏休み前に借りた本は、全ていったん図書室に返却しましょう。図書館閉館時は、図書館前の返却ＢＯＸ

を利用してください。返し忘れのないようにお願いします！ 

（延長希望の人も、必ず手続きに来てください。） 

次回の特別企画予告です！ 

企画名：  『 ビブリオ トーク 』 

日  時:  1１月１８日（水）放課後 

内  容:  お気に入りの本を持ち寄り、順番に３分以内で本の紹介をする。 

       発表は５～６人のグループで行い、紹介後にディスカッションを行う。 

 目  的:  本の紹介を通してお互いを知り、様々な本と出会う機会をつくる。 
 

＊『知的書評合戦ビブリオバトル』とは、ルールが異なります。 

紹介時間は３分以内と細かく決まっておらず、競い合いませんので、 

気軽に好きな本を持ち寄って 

みんなで楽しみましょう！ 

 

 

  

夏休み期間中はたくさんの人が図書館を利用し、目標に向かって頑張っていました！ 

読書感想文提出について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書感想文の提出日は、９月１日（火）です。 
学校代表作品を決める審査を速やかに行うため、応募要項に記載された提出日より後に提出された作

品は預かることはできません。よろしくお願いします。 

 

 

 

参加希望者は、９月末までに司書室に来てくだ

さい。上手く話せなくても大丈夫です。お気に

入りの本をぜひ紹介してください。本好きさん

同士で楽しくワイワイ盛り上がりましょう！ 

新しく図書館に入った本 

 

リクエストがあった本を中心にたくさん購入しました。 

・日本人にとって美しさとは何か（高階秀爾） 

・いつか君が運命の人（宇山佳佑） 

・プラハの古本屋（千野栄一） 

・カモナマイハウス（重松清） 

・明治のﾅｲﾁﾝｹﾞｰﾙ大関和物語（田中ひかる） 

・この一冊できちんと書ける！論文・レポートの基本（石黒圭） 

・ほどなく、お別れです（長月天音） 

・私が最後に遺した歌（一条岬） 

・君が最後に遺した歌（一条岬） 

・宇宙兄弟４６巻（小山宙哉） 

・木挽町のあだ討ち（永井紗耶子） 

・建築家になりたい君へ（隅研吾） 

・午前０時のラジオ局 満月の SAGA（村山仁志） 

・コズミック・ガール 宙わたる教室（伊予原新） 

・ブティック（池井戸潤） 

・野球が好きすぎて 2021‐2025（東川篤哉） 

・野菜のいいぶん（白崎裕子） 

・最後の一色（和田竜） 

・「待つ」ということ（鷲田清一） 

・異常気象の科学（今田由紀子） 

・「アメリカの戦争」と世界危機（三牧聖子編） 

・魔女と過ごした七日間（東野圭吾）   他 

おすすめの一冊『中国古典の名言３３』藤嶋 昭 著 

中国古典の名言の解説と著者の思いが書かれています。理系の人に薦めるために書かれた本ですが、

どのような立場や年齢の人も心に刻んでおきたい言葉（内容）です。短時間で読める本です。 

仲間がい

るってい

いね。 


